
観客と握手を交わす成世昌平さん（左）

広 報

2003（平成15年）

あした いのち かがやけ

未来創造ひじかわ 1-2 月
，
 

4
号
2
 

今
月
号
の
主
な
内
容

●町報

•町長選挙の結果をお知らせします…… 2

• 平成15年のできごトピ ッ ク……… 4 ~ 5 

・戸籍事務が電算化されます •…… • • 6 ~ 7 

・通学合宿の思しヽ出・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10~11

•第14回心を開く人権集会開催 ………… 12

●森林組合だより

. “若しヽ ’'森林 ・林業担しヽ手紹介 ………17

●社協だより

．歳末たすけあしヽ運動実施中 ……………18

町民の動き
人口 …3,117人(+4) 

男...1,481人（士 0)

女 …1,636人(+4) 

世帯数
…1,091世帯(+3) 

（平成15年11月30日現在）

風
の
り
広
場
周
辺
で

第

19
回
肱
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が

11
月
16
日、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
成
世
昌
平
歌
謡
シ
ョ
ー
」
で
は
、
県
内
各
地
か
ら
フ
ァ
ン
が
駆
け

つ
け
、
会
場
は
約
6
0
0
0
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
成
世
さ

ん
は
民
謡
を
始
め
最
新
の
ヒ

ッ
ト
曲

「は
ぐ
れ
コ
キ
リ
コ
」
な
ど
を
約

1
時
間
熱
唱
し
、
観
客
を
わ
か
せ
ま
し
た
。
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町民ステーション集会室で行われた開票作業

投票日

平成75年77月23日

当日有権者数 2,555人

投票者数 2,307人

有効投票 2,272票

無効投票 35票

の
結
果
を

前
町
長
の
退
職
申
立
て
に
よ
る
肱
川
町
長
選
挙
は
、

1
月

18
日
に
告
示
、

1
月

23
日
に
投

票
が
行
わ
れ
、
同
日
開
票
の
結
果
、
元
町
長
の
大
野
和
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

つ
せ
し
ま
す

投
票
は
、

11
月
23
日
の
午

前
7
時
か
ら
始
ま
り
、
町
内

6
投
票
所
で
午
後
8
時
ま
で

（
中
津
投
票
所
は
午
後
7
時

ま
で
）
行
わ
れ
ま
し
た
。
投

票
率
は
、

9
0
.
2
9
％
で
、
前

回
（
平
成

13
年

2
月
）
の

9
3
.
8
5
％
を
3

．
56
ポ
イ
ン

ト
下
回
り
ま
し
た
。

開
票
は
、
同
日
の
午
後

9

時
か
ら
町
民
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

3
階
集
会
室
で
行
わ
れ
、
午

後
9
時
58
分
に
大
野
和
氏
の

7
回
目
の
当
選
が
決
ま
り
ま

し
た
。
詳
細
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

●投票率● ●候補者別得票数●

当日有権者数 投票者数 投票率

第 1投票区 ヵ由 443 405 91.42 

基幹集落 女 504 459 91.07 
センター 計 947 864 91.24 

第2投票区 ヵ田 109 94 86.24 
岩谷自治 女 156 115 73.72 
センター 計 265 209 78.87 

第3投票区
プ田コ 210 191 90.95 
女 218 203 93.12 

大谷小学校
計 428 394 92.06 

第4投票区
ヵ日 291 268 92.10 
女 295 266 90.17 

正山小学校
計 586 534 91.13 

第5投票区
ヵ田 134 123 91.79 
女 151 140 92.72 

予子林小学校
計 285 263 92.28 

第6投票区
ヵ田 20 20 100.00 
女 24 23 95.83 

中津集会所
計 44 43 97.73 
ヵ国 1,207 1,101 91.22 

ムロ 計 女 1,348 1,206 89.47 
計 2,555 2,307 90.29 

r------------------------------------------, 
！ 候補者名 得票数 ！
, ＇  l o大野 和 1,348 ! , ' 1 
： 久保田仁之

I 
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寺
岡
勝
信
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら

当
選
証
書
を
受
け
取
る
大
野
和
新
町
長

（
平
成
15
年

11
月

24
日）
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11
月
23
日
、
町
長
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

自
然
が
美
し
く
、
人
情
こ
ま

や
か
な
肱
川
の
町
民
性
を
私

は
い
つ
も
誇
り
に
思
っ
て
い

ま
す
。
今
後

一
層
、
町
民
が

心
を

一
っ
に
し
た
町
づ
く
り

に
努
力
し
．た
い
と
考
え
ま

す
。民
主
主
義
は
多
数
の
原
理

で
決
定
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の

こ
と
が
す
べ
て
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
由
、
博
愛
、
平
等
、

人
権
、
人
間
尊
重
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
理
念
に
裏
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
隣
人
と
し
て
、

町
民
と
し
て
い
た
わ
り
あ
い

や
思
い
や
り
、
助
け
あ
い
、

そ
の
よ
う
な
気
配
り
が
あ
っ

て
こ
そ
美
し
い
町
づ
く
り
が

で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

就
任
に
当
た
り
私
は
町
づ

く
り
は
自
分
自
身
か
ら
、
役

場
か
ら
、
と
職
員
に
申
し
ま

し
た
。
意
欲
あ
る
明
る
い
職

場
を
原
点
に
出
発
し
て
ま
い

り
ま
す
。
肱
川
は
永
遠
で
あ

り
ま
す
。
町
政
も
先
輩
の
努

力
に
よ
っ

て
形
成
継
続
さ
れ

て
今
日
に
到
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
こ
と
を
土
台
に
継

承
発
展
さ
せ
て
い
く
の
が
私

に
与
え
ら
れ
た
任
務
と
考
え

て
い
ま
す
。
然
し
な
が
ら
肱

川
町
は
い
ま
重
要
な
課
題
を

た

く

さ

ん

し

か

沢
山
抱
え
て
お
り
、
然
も
合

わ
ず

併
ま
で
あ
と
僅
か
な
時
間
を

残
す
の
み
で
あ
り
ま
す
。
合

併
後
の
将
来
の
こ
と
を
考
え

る
べ
き
大
切
な
時
期
に
あ
り

ま
す
。
時
間
を
大
切
に
、
人

の
心
を
大
切
に
、
町
民
の
和

を
大
切
に
、
み
ん
な

一
緒
に

頑
張
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

肱

川

町

長

大

野

就
任
の
こ
あ
い
さ
つ

和

元
肱
川
町
消
防
団
長

瑞
宝
単
光
章

消
防
功
労

山
F
み
ち
の
り

道
敢
さ
ん

（
市
之
畦
•
6
1歳
）

秋
の
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
こ
ざ
い
ま
す

第

3
3
0
回
肱
川
町
議
会
臨
時

会
が

11
月
28
日
に
招
集
さ
れ
、
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
他

3
件
の
議
案

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

森
繁
夫
議
長
の
辞
職
を
承
認
、
後

任
に
沖
浦
賢
嗣
氏
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
議
長
交
代
に
伴
い
、

常
任
委
員
会
と
大
洲
喜
多
合
併
推

総
務
委
員
会

◎

山

口

〇
泉中、>J
・
神山二

宮崎井浦

恵賢福吉

一 退郎嗣男浩

大
洲
喜
多

合
併
推
進
特
別
委
員
会

◎

神

井

恵

一
郎

0
渡

邊

弘

務

全

議

員

山
下
道
敢
さ
ん
は
、
昭
和
34

年
か
ら
平
成

9
年
ま
で
消
防
団

員
と
し
て
職
務
遂
行
に
当
た

り
、
な
か
で
も
平
成
3
年
か
ら

6
年
間
、
消
防
団
長
と
し
て
消

防
防
災
活
動
に
多
大
な
成
果
を

上
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ご
功
労
・
ご
功

績
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表

し
、
肱
川
町
に
と
っ
て
も
大
変

名
誉
な
こ
と
と
、
晴
れ
の
受
章

を
お
喜
び
い
た
し
ま
す
。

秀

※
◎
は
委

員

長

0
は
副
委
員
長

保

沖浦賢嗣議長

（中居谷 62歳）

副

議

長
福

山

産
業
委
員
会

◎

藤

川

0
松

本
福

山

渡

邊

森岩

田

長
沖

浦

賢

嗣

忠繁弘

進
特
別
委
員
会
の
構
成
が

次
の
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
議

貢

金
次
郎保務夫義

議
長
に
沖
浦
賢
嗣
氏
を
選
川
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プレイバック 2003

召もご卜己ゥり
0国体第24回
カヌー競技四国ブロック大会

〇町内レクリエーションバレーボール大会

＼ 

0役場庁舎内全面禁煙実施
〇各地区敬老会

◎肱川イベント松山広場

〇肱川町長解職請求

0町民ステーション
館内全面禁煙実施

0大谷自治センター起工式
◎第1回自治大運動会

0金婚式

0鹿野川夏まつり
0第8回ドラコンボート大会
0住民基本台娠ネットワーク
システム第2次サービス開始
◎女性消防団員誕生

“ 

〇第14回熱き風心を開く人権集会

◎第19回肱川ふれあいまつり
0町長退職申立てによる町長選挙
〇道の駅「清流の里ひじかわ」オープン

2周年記念イベント

〇肱川駅伝大会、健康マラソン大会

0戸籍事務の電算化スタート

2003. 12 I 4 
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f 
• • 

で振り返る パ―•
→正一・

※ ◎は、写真を掲載 ’ 
0大洲喜多合併協議会（法定）設置
0第55回成人式
〇愛媛県知事選挙

〇少年式

◎消防出初式

0しゃくなげまつり (~4月）
◎八重栗団地公営住宅完成

0自治会発足
0大谷自治会
「EM研修会」開催

0正山「星の観測所」完成
〇肱川町議会議員選挙（無投票）

〇肱川行政60周年記念式典
◎新編「肱川町誌」発刊

〇第31回ソフトボールリーグ戦スタート
〇少年スポーツ大会

◎NHK「伊予路てくてく」収録

｀
 

[
 

附
i
i
"
~
"

．
う

ー

（
 

工―
●
〗

―

1 〗口ぶ
g
祖
ー
ーユ9,
r

0町内クロッケー大会
0町内バレーボール大会

5 1広報ひじかわ 249号



戸
籍
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
死
亡

す
る
ま
で
の
身
分
関
係
を
登
録
し
、

証
明
す
る
唯
一
の
公
簿
で
す
。

戸
籍
制
度
発
足
以
来
、
和
紙
で

つ
く
ら
れ
、
手
書
き
や
タ
イ
プ
ラ

イ
タ
ー
で
記
載
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
事

務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
肱
川
町

で
は
戸
籍
事
務
の
電
算
化
を
実
施

し
ま
す
。
．

電
算
化
に
よ
る
主
な
改
正
点
は

次
の
と
お
リ
で
す
。

●
電
算
化
す
る
戸
籍
は
、
肱
川
町

に
本
籍
の
あ
る
方
の
戸
籍
の
み

で
す
。

本
籍
が
肱
川
町
外
に
あ
る
方
は
、

変
更
が
あ
リ
ま
せ
ん
。

●
戸
籍
の
証
明
書
の
名
称
が
変
わ

り
ま
す
。

「
戸
籍
謄
本
」
が
「
戸
籍
の
全

笹
事
項
証
甲
書
」
に
、
「
戸
籍
抄
本
」

が
「
戸
籍
の
個
人
事
項
証
甲
書
」

に
と
名
称
が
そ
れ
ぞ
れ
変
わ
リ
ま

す
。

●
証
明
書
の
様
式
が
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の

B
5
版
や

B
4
版

の
縦
書
き
の
証
明
書
か
ら
、

A
4

版
の
「
横
書
き
」
「
箇
条
書
き
」
で

記
載
さ
れ
た
証
甲
書
に
変
わ
り
、

読
み
や
す
く
分
か
り
や
す
く
な
リ

ま
す
。

（下
医
参
照
）

・市屯匹耕遭9

媛 番
平 籍本

春平 昭 地平 昭

男成 和 肱成 和 成

戸拾 四 川拾 四 拾

籍五 拾 ー五 拾 五 愛

か年 九 郎年 八 年 俎

ら七 年 戸七 年 七 只

入月 五 籍月 九 月 喜

籍壱月 か壱月 壱 多

e) 日拾 ら日 弐 日 郡

肱壱 入愛 拾 編 肱

川日 籍媛 五 製 ) 1 1 

太愛

R 
秋日 e) 町

郎媛 子愛 大

と県 と媛 字

婚松 婚県 山

姻届 市山
姻大 凡

届洲 坂

出で 出市 七

愛出 愛で 拾

媛生 媛出 四

県同 県生 番

松月 喜問 地

山弐 多月
市拾 郡参

- B 肱拾
番父 川日

町届 町父

四出 大届

T 入 字出

目藉 山入

番四。 鳥籍

地 拾坂七e 
弐
愛 四

戸
生出 妻 母父 生出 夫 母父

昭 昭

和 和

四 愛
四 肱 肱

拾 拾
九 秋 媛

八 太 /II J l | 
年 年
五 九

月
子 夏春

月
郎 太

拾 弐 花一

壱 拾
郎

--a し且 五
土男阜長

女長 a 

雹

＿
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●
証
明
書
発
行
ま
で
の
時
間
が
短

縮
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
出
生
や
婚
姻
な

ど
の
戸
籍
の
届
出
が
さ
れ
て
か
ら

戸
籍
謄
本
な
ど
を
作
製
す
る
の
に

一
週
間
ほ
ど
か
か
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
後
は
入
力
確
認
が
で
き
次

第
、
証
甲
書
の
発
行
が
出
来
る
よ

う
に
な
リ
ま
す
。

●
戸
籍
の
文
字
が
変
わ
り
ま
す
。

戸
籍
の
氏
名
の
文
字
は
、
常
用

漢
字
や
人
名
用
漢
字
、
そ
の
他
の

漢
字
辞
典
に
載
っ
て
い
る
文
字
で

記
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
辞
書
に
な
い
文
字
が
戸

籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ

る
た
め
、
こ
れ
を
辞
書
に
あ
る
文

字
に
置
き
換
え
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
登
録
す
る
こ
と
に
な
リ
ま
す
。

●
戸
籍
の
附
票
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
化
さ
れ
ま
す
。

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
の

住
所
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
唄
ら
か

に
す
る
た
め
に
、
戸
籍
の
附
票
の

制
度
が
あ
リ
ま
す
。

今
回
、
戸
籍
と
と
も
に
戸
籍
の

附
票
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
—
化
さ
れ

ま
す
。
除
籍
や
改
製
原
戸
籍
の
証

唄
書
に
つ
い
て
は
来
年

4
月
か
ら
、

●
今
ま
で
の
戸
籍
の
請
求
は

こ
れ
ま
で
に
使
わ
れ
て
き
た
戸

籍
は
、
「
平
成
改
製
原
戸
籍
」
と
し

て
役
場
で
百
年
間
保
存
さ
れ
ま
す
。

電
算
化
後
の
戸
籍
に
は
除
籍
さ

様
式
は
変
わ
リ
ま
せ
ん
が
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
か
ら
出
力
し
ま
す
。

・仰隠匹阻昂l

l全部事項証明
本

氏

籍

名

(1の1)

愛媛県喜多郡肱川町大字山鳥坂 74番地

肱）I/ 太郎

戸籍事項

戸籍改製 【改製日】 平成15年12月20日

【改製事由】 平成6年法務省令第51号附則第2条第1項による改製

戸籍に記録されている者

［名】 太郎

れ
た
方
（
名
欄
に
X
印
の
あ
る
方
）、

離
婚
や
離
縁
な
ど
の
二
部
の
事
項

が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ

リ
ま
す
。
電
算
化
前
の
戸
籍
の
内

容
の
証
甲
が
必
要
な
方
は
「
平
成

改
製
原
戸
籍
」
を
請
求
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
リ
ま
す
。

【生年月日 】 昭和48年9月25日

【父】 肱川一郎

【母】 肱川花子

【続柄】 長男

身分事項

出生

婚姻

【配偶者区分】 夫

【出生日】 昭和48年9月25日

【出生地】 愛媛県大洲市

【届出日】 昭和48年9月30日

【届出人】 父

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
【婚姻日］ 平成15年7月1日

【配偶者氏名】 愛媛秋子

【従前戸籍】 愛媛県喜多郡肱川町大字山鳥坂7~昏地 肱）I/一郎

戸籍に記録されている者

【名］ 秋子

ヽ

【生年月日】 昭和49年5月11日

【父】 愛媛春男

【母】 愛媛夏子

【続柄】 長女

［配偶者区分】 妻

お問い合わせ先

窓口課戸籍住民係 |

匹 34-2311

（内線22 2) 

身分事項

出生

婚姻

【出生日】 昭和49年5月11日

【出生地】 愛媛県松山市

【届出日］ 昭和49年5月20日

【届出人】 父
......•................................................... .................. 

［婚姻日】 平成15年7月1日

【配偶者氏名】 肱川太郎

【従前戸籍】 愛媛県松山市一番町四丁目4番地2 愛媛春男

l .. 
以下余白

••• 
J
テ
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肱
川
中
学
校

（加
洲
輿
理

雄
校
長
）
で
は
総
合
的
な
学

習
の
時
圏

（肱
川
発
見
タ
イ

ム
）
に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
3

年
生
が
炭
焼
き
を
体
験
し
ま

し
た
。
校
内
に
炭
焼
き
が
ま

を
設
置
し
て
い
る
学
校
は
県

内
で
も
珍
し
く
、
故
郷
を
知

リ
先
人
の
苦
労
や
喜
び
を
体

験
・
理
解
す
る
よ
い
活
動
に

な
っ
て
い
ま
す
。

．
こ
の
機
会
に
学
校
朝
礼
で

加
洲
校
長
が
炭
焼
き
の
こ
と

や
木
炭
パ
ワ
ー
な
ど
に
つ
い

て
講
話
し
、
、
炭
焼
き
の
歴
史

• 
肱
川
中
3
年
生
が
炭
焼
き
を
体
験

一＿
 
一＿
 
＿
 
＿
 

や
意
義
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
i

炭
出
し
当
日
は
、
マ
ス
ク
i

を
つ
け
た
リ
タ
オ
）
で
ほ
お

l

一

か
ぶ
リ
し
た
リ
す
る
な
ど
さ
i

ま
ざ
ま
な
格
好
で
作
業
し
ま
i

一

し
た
。
か
ま
の
中
か
ら
は
良

・

質
の
木
炭
が
次
々
と
運
び
出
i

さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
適
当
な

一

長
さ
に
切
っ
て
い
き
ま
し
た
。

．

始
め
は
抵
抗
の
あ
っ
た
生
i

徒
た
ち
も
、
汚
れ
を
気
に
せ

一
l
 

＿
 

ず
意
欲
的
に
作
業
し
ま
し
た
。

．

で
き
た
木
炭
は
、
学
年
キ
i

ャ
ン
プ
の
野
外
料
理
の
と
き

―

に
使
っ
た
リ
、
校
内
の
ト
イ
i

レ
や
水
槽
、
花
壇
に
置
い
て
i

一

脱
臭
殺
菌
効
果
を
利
用

l

し
た
リ
し
ま
す
。
ご
希
i

望
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
i

た
ら
、
中
学
校
へ
ご
連

一

絡
く
だ
さ
い
。

i

ま
た
、
原
木
は
地
元

一一一

の
業
者
の
ご
厚
意
で
分

・

け
て
い
た
だ
き
ま
し
i

た
。
指
導
は
今
年
も
菅

一一

野
松
雄
さ
ん

（肱
栄
）
i

に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
i

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

一
l
 

一

げ
ま
す
。

炭がまから木炭を運び出す生徒たち

太夫と息もぴったり合った人形使の皆さん

民
俗
芸
能
・
文
化
の
継
承

大
谷
文
楽
・
鎮
縄
神
楽
が
町
内
外
公
演

も

1---三こz:-—-―'・ロ匹～一し:
山鳥坂鎖縄神楽の公演を楽しむ総会参加者

昭
和

59
年
に
結
成
さ
れ
た

京
阪
神
地
区
肱
川
会
（
中
野

忠
志
会
長
、
小
姻
井
出
身
）

は
、
以
来
と
ぎ
れ
る
こ
と
な

く
活
動
を
継
続
さ
れ
、
今
年

で
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

1
月
9
日
に
大
阪
箕
面
市

で
開
催
さ
れ
た
記
念
総
会
で

は
、
古
里
肱
川
町
か
ら
、
愛

媛
嗅
指
定
民
俗
文
化
財
「
山

鳥
坂
鎮
縄
神
楽
」
が
訪
れ
、

第

45
回
県
文
楽
合
同

公
演
大
会
が

1
月
24
日

に
松
山
市
で
開
催
さ
れ
、

開
係
者
や
文
楽
フ
ァ
ン

が
集
い
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
、
県
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
文
楽
保
存

協
議
会
が
中
心
と
な
リ
、

古
典
芸
能
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、
一
般
に

公
開
し
て
い
ま
す
。

大
谷
文
楽
は
、
太
夫

京
阪
神
地
区
肱
川
会

結
成
2
0
周
年
記
念
総
会

総
会
を
大
い
に
盛
リ
上
げ
ま

し
た
。
肱
川
会
の
方
々
も
、
久
し

ぶ
リ
に
見
る
神
楽
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
だ
き
、
会
国
と

そ
の
ご
家
族
約
1
0
0
人
が

参
加
さ
れ
、
大
変
に
ぎ
や
か

な
総
会
に
な
リ
ま
し
た
。

元
気
ハ
ッ
ラ
ッ
と
し
た
京

阪
神
地
区
肱
川
会
に
負
け
な

い
よ
う
、
古
里
肱
川
町
で
も

キ
ラ
リ
と
光
る
町
づ
く
リ
を

め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
あ
ら

た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

や
―
二
味
線
、
人
形
使
が
一
体

と
な
リ
『
奥
州
安
達
原
三

段
目
袖
萩
祭
文
の
段
』
を

見
事
に
演
じ
観
客
を
魅
了
し

ま
し
た
。
ま
た
町
内
で
は
、

山
鳥
坂
鑽
縄
神
楽
公
演
を
1

月
1
日
、
親
子
ス
ポ
ー
ツ
開

催
時
に
合
わ
せ
て
中
野
小
学

校
で
開
催
し
、
大
谷
文
楽
公

演
を

12
月
4
日
に
肱
川
中
学

校
で
開
催
し
ま
し
た
。
両
保

存
会
は
、
県
指
定
文
化
財
の

保
存
・
伝
承
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
活
性
化
に
も
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。

2003. 12 Is 



愛媛県消費者アドバイサー己紹介

消費生活で困ったときは、お気軽にご相談ください

県では、愛媛県消費者アドバイザー（県乍 150人）
の皆さんに、地域において消費生活に関する情報を

提供したり、悪徳商法や商品トラブルなど様々な消

費者問題について助言を行うなど、地域と行政を結

ぶパイプ役として活動していただくことにしていま

皆さんの身近に消贅者問題が生じた場合などには、

お気軽に声をかけて下さい。

なお、このアドバイザーの任期は、平成17年10月
末までとなっています。

肱川町アドバイザー

冨永かおり ft34-3676 

障害者のための

携帯電話基本料等の割引制度こ案内

NTTドコモに引き続き、 au・ボーダフォン (J

フォン）各社が障害者を対象とした携帯電話基本料

等の割引サービスを、ツーカーは新料金プランを開

始しましたのでお知らせします。

割引対象者

身体障害者手帳
療育手帳 ■會 いずれかの交付

を受けている方
精神障害者保健福祉手帳

◎a u 『スマイルハート割引』

※1年間継続利用の契約が必要です。途中で解約し
た場合には解除料が発生します。

※基本使用料が50％になるのに伴い、無料通話料も
半額になりますが、通話料も50％割引のため通話
可能時間は変わりません。

◎ボーダフォン (Jフォン） 『プライオリティサポート』

※基本使用料が50％になるのに伴い、無料通話料も
半額になります。

◎ツーカー 『エール17／エール35』
※2年間を契約期間として「エール17」では1,700円
分、「エール35」では7,000円分の無料通話が付い
ています。途中で解約した場合は契約解除料が必

要です。

お問い合わせ先

健康課 ft34-2340 

第1回自治大運動会の得点結果を
お知らせします

10月12日に行いました運動会で「色取リ鳥」、

「みんなでジャンプ」、「玉入れ」の得点について

は当日、結果を発表しませんでしたので、右表の

とおリお知らせします。

91広報ひじかわ 249号

神経芽細胞腫検査を休止します

愛媛県は、生後 6~ 7カ月のお子さんを対象に実
施している神経芽細胞腫（小児ガンの一種）の検査

を、来年 1月1日から休止することとしました。

これは、厚生労働省から出された「神経芽細胞腫

検査の有効性が今のところはっきりしないため、検

査を休止します。」という方針を受けて、休止するこ

とになったものです。

年内に対象となるお子さんについては、検査を受

けなくてもかまいませんが、希望者は年内に愛媛県

衛生環境研究所に検体を送れば、検査を受けること

ができます。

なお、現在検査キットをお持ちの方でも、年内に

生後6カ月に達しないお子さんについては、対象外
となります。（検査キットはご自分で廃棄してくださ

しヽ。）

お問い合わせ先

県庁健康増進課匹089-912-2405

インフルエンサの予防に努めましょう

ご自身や家族をインフルエンザから守るために、

SARS （新型肺炎）とまぎらわしいインフルエン

ザにかかって混乱を起こさないために

予防接種を受けるなど、インフルエンザの予防に努

めましょう。

・インフルエンザの予防接種については、かかり

つけの医療機関にご相談ください。

・ 65歳以上の方及び60歳以上65歳未満の人で心臓
や腎臓、呼吸器等に重い病気のある方は、一部

公費負担の制度がありますので、役場健康課に

ご相談ください。

【特にインフルエンザ予防接種を受けてほしい方】

・医療関係者

•海外旅行や海外への出張を予定されている方
・高齢者 ・乳幼児 ・慢性疾患を有する方

区分

正山

中央A

中央B

大谷

予子林

お問い合わせ先

0大洲保健所 ff24-3165 
〇役場健康課匹34-2340

色取り鳥 みんなでジャンプ 玉入れ

47倦 91回 1 1 1個

39個 ワ9回 104 1固

59個 43回 84伺

46 1固 59⑰ 104個

39個 87回 132個



正山自治ロンター乙通学合密

参加者全員に修了証をいただきました

正
山
小
学
校
5
S
6
年
生
に

よ
る
適
学
合
宿
「
正
山
風
の
村
」

を
10
月
19
日
か
ら

25
日
ま
で
、

正
山
自
治
セ
ン
タ
ー
を
宿
泊
施

設
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
正

山
風
の
村
は
2
回
目
で
、
今
年

は
対
象
と
な
る

19
人
全
昌
が
参

加
し
、
炊
事
や
洗
た
く
、
掃
除

な
ど
集
団
生
活
を
し
な
が
ら
、

地
元
の
人
を
講
師
に
稲
お
と
し

や
、
星
の
観
測
会
、
野
鳥
の
ス

ラ
イ
ド
上
映
な
ど
の
体
験
活
動

を
行
い
、
肝
試
し
や
ド
ッ
ジ
ボ

|
）
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

1

週
園
家
族
と
も
離
れ
ば
な
れ
で

し
た
が
、
弱
音
を
吐
か
ず
よ
く

頑
張
リ
ま
し
た
。
‘

通
学
合
宿
の
思
い
出

5
年

今

宮

美

貴

私
は
、
適
学
合
宿
で
お
母
さ

ん
の
あ
リ
が
た
さ
を
知
リ
ま
し

た
。
最
初
は
、
と
て
も
緊
張
し

て
い
た
け
ど
、
慣
れ
る
と
楽
し

く
な
リ
ま
し
た
。
初
め
に
稲
落

と
し
が
あ
リ
、
終
わ
っ
て
か
ら

ジ
ュ
ー
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。

作
業
の
あ
と
に
飲
む
と
、
と
っ

て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
4

時
ぐ
ら
い
か
ら
洗
濯
を
し
ま
し

た
。
家
の
と
ち
が
っ
て
全
自
動

で
は
な
い
の
で
、
と
て
も
大
変

で
し
た
。

一
番
大
変
だ
っ
た
こ

と
は
、
服
が
少
し
し
か
洗
濯
機

に
入
ら
な
い
の
で
何
回
も
し
な

け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
こ
と
で

す
。
2
日
目
は
、
私
の
班
が
買

い
物
で
し
た
。
賞
い
物
で
は
、

人
数
分
考
え
て
買
わ
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
が
大
変
で
し
た
。

買
い
物
が
終
わ
っ
て
料
理
を
作

リ
ま
し
た
。
そ
の
日
私
は
フ
）

ー
ツ
合
わ
せ
の
担
当
で
し
た
。

み
ん
な
お
い
し
い
と
い
っ
て
食

べ
て
く
れ
た
の
で
良
か
っ
た
で

す
。
そ
し
て
火
曜
日
。
楽
し
み

に
し
て
い
た
肝
試
し
が
始
ま
リ

ま
し
た
。
私
は
と
し
君
と
一
緒

で
し
た
。
二
人
で
よ
ー
く
神
社

の
中
を
見
て
帰
リ
ま
し
た
。
帰

っ
て
来
る
と
上
田
さ
ん
に
商
題

用
紙
を
わ
た
さ
れ
ま
し
た
。
は

い
句
が
作
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
5
日

目
、
野
鳥
の
ス
ラ
イ
ド
が
あ
り

ま
し
た
。
瀧
野
さ
ん
に
い
ろ
ん

な
鳥
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
私
は
、
「
瀧
野
さ
ん
は
、

い
ろ
ん
な
鳥
が
見
れ
て
い
い
な

ー
。
」
と
思
い
ま
し
た
。
最
後

の
日
は
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
ま

し
た
。
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
帰
る

日
が
来
ま
し
た
。
帰
リ
た
く
な

い
よ
う
な
気
も
し
た
け
ど
、
や

っ
ぱ
リ
家
族
に
会
い
た
か
っ
た

で
す
。
お
母
さ
ん
の
あ
リ
が
た

さ
が
良
く
分
か
っ
て
良
か
っ
た

で
す
。
本
当
に
い
い
思
い
出
が

で
き
ま
し
た
。
来
年
も
逹
学
合

宿
が
あ
っ
た
ら
い
い
で
す
。

思
い
出
の
通
学
合
宿

6
年

谷

口

慧

私
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
の

通
学
合
宿
で
し
た
。
だ
か
ら
最

初
は
、
ド
キ
ド
キ
わ
く
わ
く
な

気
持
ち
で
し
た
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
遅
学
合

宿
が
始
ま
リ
ま
し
た
。
洗
た
く
、

料
理
な
ど
た
く
さ
ん
の
仕
事
が

あ
リ
ま
し
た
。
私
は
、
「
大
変

そ
う
だ
な
ぁ

。
」
と
思
っ
た
け

ど
、
み
ん
な
と
協
力
を
し
な
が

ら
す
る
と
、
楽
し
く
さ
っ
さ
っ

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

だ
け
ど
、
お
母
さ
ん
や
お
父
さ

ん
た
ち
は
、
い
つ
も
こ
う
い
う

ふ
う
に
た
く
さ
ん
の
お
仕
事
を

一
人
や
二
人
で
が
ん
ば
っ
て
い

る
の
で
、
「
つ
か
れ
て
も
一
生

け
ん
命
な
ん
だ
な
ぁ

。
」
と
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
親
の
大

変
さ
が
す
ご
く
分
か
リ
ま
し

た
。
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
私
た

ち
が
遊
ん
で
い
る
時
と
か
も
一

料理も自分たちで作りました

稲おとしも体験しました

生
け
ん
命
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
そ
の
こ
と
も
頭
に

お
い
て
一
緒
に
手
伝
い
た
い
で

す
。
食
事
を
作
る
の
も
、
少
し

は
大
変
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

作
っ
て
い
る
と
、
と
て
も
楽
し

く
作
れ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
の

で
家
庭
で
も
作
っ
て
み
た
い
で

す
。
寒
く
て
起
き
に
く
い
か
も

し
れ
な
い
け
ど
、
が
ん
ば
っ
て
、

で
き
る
だ
け
朝
ご
は
ん
も
作
リ

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
洗
た
＜

も
今
よ
リ
も
上
手
に
な
っ
て
、

干
し
方
な
ど
も
上
手
に
し
た
い

で
す
。
洗
た
く
の
仕
方
も
分
か

っ
た
の
で
、
家
で
も
私
が
洗
た

く
を
す
る
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
ら

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

本
当
に
通
学
合
宿
に
行
っ
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
い
つ

も
親
の
苦
労
を
忘
れ
な
い
で
お

手
伝
い
を
し
た
い
で
す
。
私
に

と
っ
て
は
、
最
後
の
通
学
合
宿

だ
っ
た
け
ど
、
い
い
思
い
出
が

た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

2003. 12 110 



湖荘乙通学合密

--1週間よく頑張りました

中
野
小
学
校
の
児
童
も
10
月

19
日
か
ら

25
日
ま
で
の

1
週

間
、
望
湖
荘
で
通
学
合
宿
を
体

験
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、

5
、
6
年
生
の
男
女
19
人
。
貫

い
物
や
食
事
づ
く
リ
、
洗
た
く
、

掃
除
な
ど
を
体
験
し
な
が
ら
適

学
し
、
地
域
の
方
々
か
ら
俳
句

や
座
禅
、
手
話
、
手
紙
の
書
き

方
、
テ
ニ
ス
、
星
座
な
ど
を
教

わ
リ
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
遅

し
て
家
族
に
対
す
る
感
謝
の
気

持
ち
や
他
人
と
の
協
調
性
、
地

域
社
会
の
一
昌
で
あ
る
こ
と
を

学
ん
だ
も
の
と
思
い
ま
す
。

参
加
し
た
児
童
の
感
想
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

通
学
合
宿
に
つ
い
て

5
年

松

本

翔

太

僕
は
、
通
学
合
宿
を
通
し
て

い
ろ
い
ろ
学
ん
だ
リ
体
験
し
た

リ
し
て
大
切
な
こ
と
を
知
リ
、

思
い
出
も
た
く
さ
ん
で
き
ま
し

こ
。
t
 
そ
の
中
で
一
番
つ
ら
か
っ
た

の
は
、
朝
5
特

50
分
く
ら
い
に

起
こ
さ
れ
る
時
で
す
。
僕
は
い

つ
も
朝
起
き
る
の
が
兄
弟
の
中

で
一
番
遅
く
、
苦
手
で
し
た
。

し
か
し
、
毎
日
決
ま
っ
た
時
間

に
起
き
て
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん

な
れ
て
き
ま
し
た
。
勉
強
す
る

時
も
し
っ
か
リ
覚
え
ら
れ
て
い

い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
早
起

き
っ
て
い
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
早
起
き
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。

通
学
合
宿
の
内
容
は
、
良
か

っ
た
こ
と
も
あ
れ
ば
い
や
だ
っ

た
こ
と
も
あ
リ
ま
す
。
ど
こ
か

の
寺
の
お
し
ょ
う
さ
ん
が
き

て
、
僕
た
ち
に
ざ
ぜ
ん
を
敦
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。
大
変
だ
っ

た
こ
と
は
、

15
分
商
そ
の
ま
ま

の
た
い
せ
い
で
、
す
わ
っ
て
お

く
と
い
う
こ
と
で
す
。
ぼ
く
は
、

だ
ん
だ
ん
足
が
し
び
れ
て
き
ま

し
た
。
と
て
も
、
つ
ら
い
時
間

で
し
た
。

次
の
日
の
ワ
ク
ワ
ク
タ
イ
ム

は
、
俳
句
作
リ
で
し
た
。
僕
は
、

俳
句
を
つ

く
る
の
が
苦
手
で

す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
五
・

七
・
五
に
す
る
の
が
と
て
も
難
し

く
言
葉
が
う
か
ん
で
こ
な
い
か
ら

で
す
。
で
も
、
今
回
の
俳
句
は
、

す
ぐ
に
思
い
つ
き
ま
し
た
。

「
朝
顔
が
朝
と
同
時
に
こ

ん
に
ち
は
」

僕
は
、
俳
句
を
作
る
の
が
す
こ

し
楽
し
く
な
リ
ま
し
た
。

こ
の
適
学
合
宿
で
せ
ん
た
＜

や
料
理
も
自
分
た
ち
で
や
っ
て

み
て
、
お
母
さ
ん
た
ち
は
毎
日

忙
し
い
ん
だ
な
あ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
リ
ま
し
た
。
手
伝
え
る

時
に
は
、
手
伝
い
を
し
よ
う
と

思
い
ま
す
。

1
週
周
お
世
話
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
、
あ
リ
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
あ
れ
ば
、

ま
た
参
加
し
て
み
た
い
で
す
。

通
学
合
宿
の
思
い
出

6
年

沖

野

由

麻

適
学
合
宿
で
一
番
楽
し
か
っ

た
思
い
出
は
、
2
日
目
の
わ
く

わ
く
タ
イ
ム
で
す
。
地
域
マ
ス

タ
ー
の
大
井
さ
ん
に
、
座
禅
を

赦
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
は
、

足
が
し
び
れ
て
立
て
な
く
な
リ

ま
し
た
。
終
わ
っ
た
ら
、
み
ん

な
に
木
の
棒
で
肩
を
た
た
い
て

も
ら
い
ま
し
た
。
私
は
、
全
然

痛
み
を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

初
め
て
座
禅
を
し
て
最
初
は
と

っ
て
も
こ
わ
か
っ
た
け
ど
、
や

っ
て
み
る
と
意
外
に
楽
し
か
っ

た
で
す
。

次
に
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、

1
日
目
の
星
の
観
察
で
す
。
初

め
て
望
遠
鏡
で
失
星
や
い
ろ
ん

な
星
を
見
て
「
と
て
も
き
れ
い

だ
な
あ
。」
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
適
学
合
宿
で
た
く
さ
ん

の
地
域
の
先
生
方
に
お
世
話
に

な
リ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、

私
が
一
番
に
印
象
に
残
っ
た
人

は
、
宮
本
さ
ん
で
す
。
と
て
も

優
し
く
勉
強
を
教
え
て
く
だ
さ

っ
た
リ
、
ち
ょ
っ
と
蚊
に
か
ま

つらかった座禅の修行

宿題もちゃんとやりました

れ
た
ら
、
す
ぐ
に
虫
さ
さ
れ
の

薬
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
っ
た

リ
し
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

苦
労
し
た
こ
と
は
、
買
い
物

と
料
理
と
洗
た
く
で
す
。
買
い

物
を
す
る
と
き
に
何
但
と
か
、

何
グ
ラ
ム
と
か
数
え
な
い
と
い

け
な
い
か
ら
で
す
。
洗
た
く
は

家
で
全
然
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
、
ど
う
や
っ
た
ら
よ
い

か
迷
い
ま
し
た
。

反
省
し
た
い
こ
と
は
、
な
か

な
か
ね
む
れ
ず
人
に
迷
わ
く
を

か
け
た
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
、

2
階
で
ね
ま
し
た
。
下
は
男
子

な
の
で
、
ど
ん
ど
ん
と
動
く
と

下
に
聞
こ
え
る
の
で
、
男
子
が

な
か
な
か
ね
む
れ
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。

私
は
、
こ
の
通
学
合
宿
で
習

っ
た
料
理
や
洗
た
く
を
家
で
も

し
て
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

の
手
伝
い
を
し
た
い
で
す
。

こ
の

1
週
間
お
世
話
に
な
っ

た
先
生
方
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷

わ
く
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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広げよう

第174回
みんなの優しさ みんなの男気

熱き國 心を開く人権集会

第
1
4
回
「
熱
き
風
心
を
開

く
人
権
集
会
」
が
平
成
1
5
年
1
1

月

5
日
、
肱
川
町
郷
土
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

こ
の
集
会
は
、
町
内
の
各
種
団

体
（
肱
川
町
2
5
団
体
）
で
構
成

す
る
実
行
委
員
会
が
主
催
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

今
回
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

は
、
肱
川
中

2
年
石
河
哲
也
さ

ん
の
人
権
標
語
「
広
げ
よ
う
み

ん
な
の
優
し
さ
み
ん
な
の
勇
気
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
「
誰
も
が
住

み
よ
い
町
に
す
る
た
め
に
は
、

自
分
か
ら
優
し
さ
と
勇
気
を
持

っ
て
人
と
接
し
て
い
き
た
い

。

そ
し
て
、
お
互
い
の
関
わ
り
合

い
を
も
っ
と
広
げ
て
い
き
た

い
。」
と
い
う
気
持
ち
が
作
品
に

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

開
会
行
事
で
は
、
中
野
大
会

長
か
ら
「
歴
史
が
示
唆
し
て
く

れ
る
こ
と
は
多
い
。
歴
史
を
学

ぶ
中
で
自
分
自
身
を
反
省
す
る

こ
と
も
重
要
。
こ
の
集
会
が
子

ど
も
た
ち
の
熱
心
な
取
り
組
み

と
、
歴
史
が
残
し
た
い
わ
れ
な

き
差
別
の
根
絶
と
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
に
対
し
，‘,
現
代
の
私

た
ち
も
今
一
度
真
摯
に
考
え
る

時
代
に
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
肱
川
中
学
校
生
徒

に
よ
る
合
唱
の
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
後
、

人
権
標
語
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
4
人
の
発
表
者
が
標
語
と

そ
の
標
語
に
託
し
た
熱
い
思
い

を
順
に
発
表
し
て
い
き
ま
し
た
。

今
回
か
ら
標
語
発
表
の
際
に
手

話
通
訳
を
取
り
入
れ
、
障
害
者

に
対
す
る
配
慮
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
精
神
を
表
現
す
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

ま
た
、
私
の
主
張
で
は
、

小

・
中

・
高、

一
般
の
代
表
者

そ
れ
ぞ
れ
か
ら
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
ど
れ
も
貰
重
な
体
験
を

も
と
に
し
た
内
容
で
、
聞
く
人

の
心
に
強
く
訴
え
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
相
手
の
立
場
に
立

っ
て
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
に

あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
と

と
も
に
、
自
分
は
一
体
ど
う
な

の
か
と
自
分
自
身
を
問
い
直
す

機
会
に
も
な
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
今
回
の
メ
イ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
中
野
小

3
年
じ

生
に
よ
る
人
権
啓
発
劇
「
伊
丞
八

伝
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
江
戸
時
代
の
末
期
、
予 会場に響く清々しい歌声

熱弁をふるう発表者

子
林
地
区
で
実
際
に
起
こ
っ
た

事
件
を
劇
化
し
た
も
の
で
す
。

内
容
的
に
や
や
高
度
な
部
分
が

あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
素
晴

ら
し
い
演
技
力
で
表
現
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
主
人

さ
む
ら
い

公
の
「
俺
た
ち
は
農
民
や
侍
で

あ
る
前
に
人
間
な
ん
だ
。
み
ん

な
同
じ
人
間
な
ん
だ
。」
と
い
う

力
強
い
せ
り
ふ
に
会
場
中
の

人
々
が
感
動
を
お
ぼ
え
、
目
を

潤
ま
せ
る
人
も
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。
以
上
、
集
会
の
様
子
を
簡
単

に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日

記
録
集
と
し
て
全
戸
に
配
布
さ

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
参
加
者
の
感
想
よ
り
】

「
私
は
差
別
な
ど
の
こ
と
は
心
の

ど
こ
か
で
自
分
に
は
関
係
な
い

こ
と
だ
と
思
い
が
ち
で
し
た

。

こ
の
人
権
集
会
に
参
加
し
て
、

も
っ
と
自
分
の
こ
と
と
し
て
真

剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
し
た
。」

「
今
ま
で
人
権
集
会
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
な
が
ら

参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
息
子
の
劇
を
き
っ

か
け
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
日
頃
の
生
活
を
見
つ

め
直
す
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。」

「
今
年
の
人
権
集
会
は
と
て
も
胸

に
残
る
も
の
だ
っ
た
。
い
ろ
い

ろ
な
面
で
昨
年
よ
り
分
か
り
や

す
く
な
っ
て
い
た
。

一
番
心
に

残
っ
た
の
は
人
権
劇
だ
っ
た

。

演
技
は
と
て
も
上
手
だ
っ
た
し
、

大
き
な
声
で
演
じ
て
く
れ
た

。

話
の
内
容
も
よ
か
っ
た
。
今
日

の
感
動
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

た
い
。」

”↑ 4 

人権劇感動の 1コマ
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嗣 匿藝憂憂）
平成16年麿「肱川町奨学生」募集

いじめは人間として恥すかしし）行いだ。
いじめは、力の弱い子ともや、まじめに努力

する子ども、周りに安易に流されないため「異質」
ひきょう

とみなされた子どもなどを標的にする卑怯な行いです。悪

いのはいじめる子どもであって、「いじめられる側にもそ

れなりの理由がある」などということは全くの間違いです。

いくら軽い遊びや悪ふざけ、ジョークのつもりでも、い

じめられる側の苦しみ痛みは深刻であることを理解させ、

いじめることは、人間として決して許されないことであり、

いじめをはやし立てたり傍観したりすることも同じであ

る、ということを家庭の中できちんと話し合いましょう 。

そして、自分の子どもがいじめをしているとわかったら、

すぐに必ずやめさせてください。

また、いじめる子の中には、親から暴力や強いプレッシ

ャーを受けるなど、家庭でも学校でも居場所がない子ども

が多いと言われます。子どもが楽しめるものを見つけ、心

が満たされるように配慮するなど、いじめをしない心の環

境づくりをしましょう 。

いじめをしない子を育てる

1 応募資格

(1)高校（高等専門学校・盲学校・ろう学校及び養護学校

高等部）、大学（これに準ずる教育施設）及び各種学校に

在学する者並びに生涯教育に関する研修を受ける者

(2)学業・人物ともにすぐれ、かつ健康な者

(3)学資の支弁が困難であると認められた者

(4) 日本国民であって保護者が、肱川町に居住する者

2 奨学金の貸付限度額
(1)高校に在学する者

(2)大学に在学する者

(3)医科大学に在学する者

(4)各種学校に在学する者

(5)生涯教育に関する研修を受ける者

3 申込方法

‘ 平成16年2月27日（金）までに願書を提出してください。
奨学生の認定

肱川町教育振興基金審査会の審査を経て町長が認

定します。

5 お問い合わせおよび願書請求先

肱川町教育委員会生涯学習課

額

額

額

額

月
月
月
月

18,000円

36,000円

60,000円

30,000円

必要経費

4
 

乞 34-3424

大

谷

小

学

校

永

田

由

美

み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て

私
は
、
肱
川
町
内
に

住
ん
で
い
ま
す
が
、
人

権
集
会
に
一
度
も
参
加

し
た
こ
と
が
あ
リ
ま
せ

ん
で
し
た
。

今
年
度
、
肱
川
町
に

赴
任
し
、
初
め
て
こ
の

集
会
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
「
熱

き
風
心
を
開
く
人
権

集
会
」
と
銘
打
っ
て
、

中
学
生
の
「

With
y
o
u
 

s
m
i
l
e
」
の
さ
わ
や
か

な
歌
声
で
始
ま
リ
ま
し

た
。
手
話
遅
訳
を
交
え

て
の
、
人
権
標
語
の
発

表
。
来
年
度
は
も
う
少

し
多
く
の
手
話
適
訳
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
の

で
は
と
期
待
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
私
の
主

張
で
は
小
学
生
、
中
学

生
、
高
校
生
と
発
達
段

階
に
応
じ
て
、
ま
た
、

一
般
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
た
っ
て
、
経
験

し
た
こ
と
を
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
集
会
が
進
ん

で
い
く
う
ち
に
素
直
に

な
っ
て
い
く
自
分
を
感

じ
ま
し
た
。

そ
し
て
極
め
つ
け

は
、
人
権
劇
「
伊
柔
伝
」

で
し
た
。
劇
の
中
で
流

れ
た
音
楽
を
ご
存
じ
で

す
か
。
「
冬
の
ソ
ナ
タ
」

と
い
う
韓
国
ド
ラ
マ
の

挿
入
歌
で
す
。
こ
の
ド

ラ
マ
は
、
ち
ょ
っ
と
恥

ず
か
し
く
な
る
く
ら
い

の
純
愛
を
描
い
た
も
の

で
す
が
、
素
直
な
気
持

ち
に
な
っ
て
見
る
と
、

主
人
公
は
も
ち
ろ
ん
周

リ
の
人
た
ち
の
人
胴

性
、
生
き
方
等
に
感
動

し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
純
真

無
垢
な
心
、
素
直
な
感

情
を
忘
れ
な
い
で
、
す

べ
て
の
も
の
に
感
動
で

き
る
人
に
な
リ
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
年
も
終
わ
り
に
近
づ

き
、
そ
ろ
そ
ろ
平
成

15
年

の
10
大
ニ
ュ
ー
ス
が
発
表

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

上
位
で
は
な
く
と
も
「
健

康
増
進
法
の
施
行
」
は
お

そ
ら
く
入
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
非
喫
煙
者
に
は
朗

報
で
、
喫
煙
者
と
葉
タ
バ

コ
生
産
者
に
は
痛
手
と
な

る
出
来
事
で
は
あ
っ
た
▲

9
月
か
ら

役
場
庁
舎
内
が
、

10
月
か
ら
は
町
民

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
館
内
が
全
面
禁
煙

に
な
り
、
喫
煙
者
に
理
解
と
協
力
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
当
町
の
分
煙
・

禁
煙
運
動
の
歴
史
は
古
く
、
昭
和
5
5

年
開
始
の
健
康
隣
組
等
で
故
和
氣
千

秋
医
師
が
た
ば
こ
の
害
を
訴
え
、
禁

煙
ポ
ス
タ
ー
を
自
費
印
刷
し
て
分
煙

運
動
を
推
進
し
た
の
に
続
き
、
町
は

昭
和
58
年
か
ら
役
場
等
が
主
催
す
る

会
合
で
の
禁
煙
を
申
し
合
わ
せ
て
い

る
▲
県
内
の
公
共
施
設
内
で
の
受
動

喫
煙
防
止
対
策
が
不
十
分
な
中
、
当

町
は
法
施
行
か
ら
わ
ず
か

5
カ
月
で

全
面
禁
煙
に
踏
み
切
る
こ
と
が
で
き

た
。
た
ば
こ
は
「
嗜
好
品
」
で
な
く

「
死
向
品
」
と
呼
ぶ
医
師
も
い
る
。

以
前
読
ん
だ
本
に
「
今
あ
な
た
が
吸

っ
て
い
る
た
ば
こ
の
灰
は
、
あ
な
た

の
遺
灰
か
も
し
れ
な
い
」
と
も
書
か

れ
て
い
た
。
今
後
、
学
校
施
設
内
、

社
会
体
育
施
設
内
で
の
全
面
禁
煙
ヘ

の
意
識
の
高
ま
り
に
期
待
し
た
い
。

'ファインダー
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映画「船を降りたら彼女の島」

ビデオおよびDVD発売

昨年から好評を得ておりました映画「船を降りた

ら彼女の島」のビデオおよびDVDが発売されるこ

とになりました。

ビデオについて

は愛媛県内限定と

なっておりますの

で、多くの方にご

利用いただきます

ようお願いいたし

ます。

0ビデオ
＊内容映画本編 (112分）、

特典映像（東京での舞台挨拶風景）

＊価格 3,990円（税込）

ODVD 

＊内容映画本編 (112分）、特典映像（プロモ
ーション映像、ロケ地マップ、メイキ

ング映像、スタッフ、キャスト紹介、

磯村監督・木村佳乃からのメッセー

ジ、フォトコレクション）

＊価格 6,300円（税込）

【お申し込み先】

えひめ映画製作委員会

（愛媛県県民環境部県民交流課）

〒790-8570 松山市一番町4丁目 4-2

ft 089-912-2304 FAX 089-941-7556 
※申込み用紙は役場創造課にあります。（合 34-2311)

解雇セクハラ、賃ドげ・・

職場のトラブルでお悩みのカヘ

（愛媛労働局からのお知らせ）

職場での処遇や待遇、従業員の労務管理等につい

て、疑問に思ったり、悩んだりしていませんか？

愛媛労働局では、職場での悩みや紛争を解決する

ための情報提供、紛争解決制度を無料で提供してい

ます。

経営者、従業員どちらからでも利用できますので、

職場のトラブルでお悩みの方は、お気軽にご相談く

ださしヽ。

【お問い合わせ先】

愛媛労働局総務部企画室 ft 089-935-5208 

松山総合労働相談コーナー 合 089-935-5215

「食」と「鹿」を考えるシンポジウム

広く消費者や次代の愛媛農業を担う子どもたちを

対象に、農業や農村の大切さについて理解を深める

ため、「食」と「農」を考えるシンポジウムを開催い

たします。ぜひ、ご参加ください。

日 時平成16年 1月20日（火）

午後 1時30分～午後4時10分

場 所保内町文化会館大ホール

内 容 ・食や農に関する作文

・ポスターコンクール人賞者の表彰式

・優秀作文発表

・小学生による農業体験学習発表

•高校生による農業体験発表
・農業者による公開討論

・ポスタ ーの入賞作品展示

・農業体験学習の活動内容展示

【お問い合わせ先】

愛媛県八幡浜地方局農政課

ft 0894-22-4111 （内線305)

ヤミ金融対策法が成立しました！

電柱等に違法に広告物を掲示し、法外な高金利融

資や強引な取立を行う悪質な業者による被害が増加

し大きな社会問題となっています。この問題に対処

するため 7月25日、ヤミ金融対策法が成立し、高金
利での貸付け、無登録営業に関する罰則が大幅に引

き上げられました。一般的な貸金業者の貸付上限利

率は、出資法により年率29.2％となっています。返済

方法等の説明や契約書等の交付を行わない業者から

は借りないようにしましょう 。

【お問い合わせ先】

愛媛県経済労働部産業支援局経営支援課

ft 089-941 -2111 

愛媛県警察本部（フリーダイヤル 0120-31-9110) 

又は最寄の警察署

四国財務局松山財務事務所理財課

ft 089-941-7185 

年賀はがきの早期差しllJしのお願い

平成15年12月15日（月）から年賀はがきの受付を開

始しています。

元旦にお届けするためにも12月24日（水）までに差
し出しをお願いいたします。

なお、郵便番号の記載と町内、県内、県外に区分

けしてポスト等に投函していただきますよう、よろ

しくお願いいたします。

肱川郵便局 ft 34-2001 
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恵し
2
と
ィ

otK臆ト

棗
つ
る
な
よ
”

渋
柿
を
見
ょ

甘
伸
と
な
る

．
 

今
月
の
こ
と
ば

iU人は
どこに•• • 

大洲市の女性祈祷師殺人

事件に関する情報をお寄

せくださし＼

平成 6年11月25日に、大洲市平
野町で発生した辰野マスコさん被

害の殺人事件は、有力な情報など

ないまま、 9年が経過しました。
警察では、犯人検挙に全力を挙

げて捜査中です。

ご協力をお願いします。

一 潤 川一
交通事故防止のために

・夜の安全ピカピカ運動

夜間外出するときぱ懐中電灯、反射材を身につけて外

出しましょう 。

・ヒヤリ・ハッと場所の確認

よく通る道路で危ない場所 ・危ない箇所を確認して注

意をしましょう 。

・運転者は交差点では徐行 ・一時停止

交通事故が一番多いのは交差点です。 ドライ バーの皆

さん、交差点では必ず徐行・一時停止をしましょう 。

年末の交通安全県民運動＇
12月21日（日）～12月31日（水）

家族待っ 師走の我が家へ安全運転

肱川町老人クラブ運動会に飛び入り参加
菌麟瞑忍稜譴寵

楽しい運動会

の後、高齢者の

交通事故防止に

ついて講習を行

いました。

1 大洲警察署 m25-1 1 1 1 | 

”
ス
ト
ー
ブ
“
は
、
ひ

と
冬
を
皆
さ
ん
と
い
っ
し

ょ
に
過
ご
す
大
切
な
も
の

で
す
。
使
い
始
め
る
前
に

必
ず
点
検
整
備
を
し
ま
し

ょ
う
。火
が
つ
き
に
く
か
っ
た

り
、
変
な
臭
い
が
し
た
り
、

少
し
で
も
異
常
が
あ
れ
ば

使
わ
ず
に
お
店
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

ス
ト
ー
ブ
を
置
く
場
所

の
周
り
に
も
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
カ
ー
テ
ン
や
ふ

す
ま
に
近
す
ぎ
な
い
か
、

棚
か
ら
物
が
落
下
す
る
恐

れ
は
な
い
か
、
安
全
に
使

用
す
る
た
め
の
確
認
も
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
の
上
に

洗
た
く
物
を
干
さ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

給
油
す
る
と
き
の
注
意
点

面
倒
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

火
を
つ
け
た
ま
ま
給
油
す
る

こ
と
は
大
変
危
険
で
す
。
給

油
す
る
前
に
は
必
ず
ス
ト
ー

ブ
の
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

給
油
の
あ
と
は
、
燃
料
タ

ン
ク
の
キ
ャ
ッ
プ
を
き
ち
ん

と
閉
め
た
か
ど
う
か
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
と
灯
油

の
入
れ
間
違
い
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

一祠
偽
い
＼
[

石
油
ス
ト
ー
プ
の

取
扱
い
に
つ
い
て

川上支署
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冬
は
豚
汁
が
一
番
”
~

Asu 
風をおこして～

ケ
イ
ゾ
ー

合
年
も
恒
例
の
ふ
れ
あ
い

ま
つ
リ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
青
年
団
で
は
今
年
も

「
ビ
ス
ト
ロ
青
年
団
」
で
豚

汁
・
チ
キ
ン
ナ
ゲ
ッ
ト

・
コ

ー
ヒ
ー

・
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を

売
リ
ま
し
た
。
初
め
は
売
れ

る
か
心
配
し
ま
し
た
が
、
す

べ
て
完
売
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。団
貝
の
み
な
さ
ん
お
つ
か

れ
さ
ま
で
し
た
。

私
は
青
年
団
に
入
っ
て
3

年
目
で
す
が
、
青
年
団
と
し

て
ふ
れ
あ
い
ま
つ
リ
に
参
加

す
る
の
は
初
め
て
で
し
た
。

コ
ー
ヒ
ー
や
ナ
ゲ
ッ
ト
は
売

れ
ゆ
き
が
好
調
で
し
た
が
、

豚
汁
は
イ
マ
イ
チ
出
足
が
悪

く
、
大
丈
夫
か
な
ぁ
と
不
安

で
し
た
が
、
最
後
に
は
な
ん

と
か
完
売
し
、
一
安
心
。

ご
購
入
い
た
だ
い
た
皆
様

あ
リ
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た

。

き

よ

み

三

第
1
9
皿
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
（
青
年
団
ブ
ー
ス
）

人
権
集
会
開
催

今
回
私
は
青
年
団
代
表
と

し
て
、
人
権
集
会
で
私
の
主

張
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き 大好評のナゲット！ ！ 

， 
J
 

曇

｀`
 

今
回
は
ふ
れ
あ
い
ま
つ

リ
特
集
で
し
た
が
、
い
か

が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、

12
月
に
入
リ
今

年
も
残
す
と
こ
ろ
克
と
わ

ず
か
と
な
リ
ま
し
た
が
、

ク
リ
ス
マ
ス
、
年
末
と
続

き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
忙

し
い
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
体
に
気
を
付
け
、
良

い
お
年
を
お
起
え
く
だ
さ

ヽ゚し

冊lmll『―

ま
し
た
。
人
権
作
文
を
考
え

る
の
は
数
年
ぶ
リ
の
こ
と
で

あ
リ
悩
み
ま
し
た
が
、
団
晏

の
助
け
を
借
リ
な
が
ら
、
な

ん
と
か
発
表
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
貴

重
な
経
験
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
合
後
も
青
年
団
の
活

動
を
碩
張
リ
ま
す
。イ

ナ
ヘ
—
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①

白

石

智

基

②
大
洲
市
菅
田

③
2
4
歳

④
下
刈
、
除
間
伐
等

昨
年
か
ら
森
林
組
合
の
作

業
員
と
し
て
、
大
洲
市
か
ら

2
人
、
長
浜
町
か
ら

1
人、

内
子
町
か
ら

1
人
の
計

4
人

の
若
い
作
業
員
が
”
森
の
達
人

を
目
指
し
“
親
、
ま
た
は
そ

れ
以
上
の
先
輩
に
厳
し
く
、

時
に
は
優
し
く
指
導
さ
れ

日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
大
洲
市
の

2
人
の
若
者

を
紹
介
し
ま
す
。
（
①
氏
名
②

出
身
地
③
年
齢
④
主
な
作
業

内
容
⑤
今
後
の
抱
負
等
）

⑤
山
で
仕
事
を
し
て
み
て
、

自
然
と
世
界
を
相
手
に
す
る

の
で
最
初
は
と
て
も
大
変
で

し
た
。
で
も
今
は
大
分
仕
事

に
慣
れ
、
笑
い
あ
り
涙
あ
り

楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
山
を
手
入
れ
す
る
と
見

違
え
る
よ
う
に
綺
麗
に
な
り

山
が
蘇
る
の
を
見
る
と
、
と

て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

だ
と
思
い
ま
す
。
仕
事
で
は

機
械
や
刃
物
を
使
う
た
め
、

危
険
を
伴
う
の
で
怪
我
に
は

十
分
注
意
を
し
て
仕
事
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
利
気
班
の
テ
ー

マ
、
「
楽
し
く
林
業
、
元
気

に
林
業
」
を
合
言
薬
に
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
利
気
班
長
に
い
ろ
い
ろ

な
技
術
を
教
わ
っ
て
立
派
な

作
業
員
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
山
の
仕
事
は
と
て
も

楽
し
く
、
止
め
よ
う
に
も
止

め
ら
れ
な
い
の
が
今
の
現
状

で
す
。

”若い“

森
林
・
林
業
担
い
手
紹
介

森

林

組

合

だ

①

山

首

博

幸

②
大
洲
市
蔵
川

③

24
歳

④
下
刈
、
除
間
伐
等

⑤
森
林
作
業
は
全
く
の
未

経
験
で
、
最
初
は
や
っ
て
い

け
る
か
と
不
安
で
し
た
が
、

一
歩
山
に
入
っ
て
作
業
を
し

て
み
る
と
今
ま
で
に
無
い
ス

リ
ル
と
感
動
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
和

気
班
の
素
晴
ら
し
い
先
輩
方

の
良
き
指
導
で
木
を
倒
す
技

術
・
林
業
機
械
等
の
操
作
も

お
か
げ
さ
ま
で
少
し
ず
つ
上

達
し
て
い
ま
す
。
山
に
も
い

ろ
い
ろ
と
あ
り
作
業
の
し
や

す
い
所
も
あ
る
一
方
、
当
然

危
険
な
所
も
あ
る
の
で
、
ま

ず
は
安
全
第
一
だ
と
常
に
心

が
け
て
い
ま
す
。
普
段
は
ヘ

ラ
ヘ
ラ
し
て
い
る
私
で
す

が
、
仕
事
と
な
る
と
ま
じ
め

だ
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
今

後
は
も
っ
と
技
術
を
研
い
て

カ
ッ
コ
い
い
作
業
員
に
な
り

た
い
で
す
。

最
後
に
、
和
気
班
の
メ
ン

バ
ー
は
最
高
で
す
。

（
作
業
班
長
か
ら
ニ
―
-
U
)

我
が
班
に
茶
髪
の
若
者
2

人
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
私

は
正
直
百
っ
て
こ
ん
な
に
き

つ
い
、
そ
し
て
危
険
な
仕
事

が
い
つ
ま
で
続
く
だ
ろ
う
か

と
そ
ん
な
思
い
で
こ
の
今
風

の
若
い

2
人
を
見
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
同
じ
世

代
の
若
者
2
人
と
い
う
こ
と

も
相
ま
っ
て
、
時
に
は
良
き

ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
時
に
は
心

か
ら
励
ま
し
あ
い
、
そ
し
て

何
よ
り
も
仕
事
に
真
剣
に
取

り
組
ん
で
く
れ
て
お
り
、
今

と
な
っ
て
は
彼
ら
を
軽
く
見

て
い
た
自
分
を
大
い
に
反
省

し
て
お
り
ま
す
。
私
自
身
40

年
近
く
も
林
業
一
筋
で
生
き

て
き
た
そ
れ
な
り
の
自
信
み

た
い
な
も
の
も
あ
り
、
ま
だ

ま
だ
若
者
に
負
け
て
た
ま
る

か
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す

が
、
今
で
は
作
業
内
容
に
よ

っ
て
は
私
を
超
え
た
分
野
さ

え
あ
る
ほ
ど
に
成
長
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
や
が
て
こ
の

若
者
た
ち
が
林
業
の
担
い
手

と
し
て
、
自
信
を
持
っ
て
活

躍
し
て
く
れ
る
日
も
、
そ
う

遠
く
な
い
こ
と
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
2
人
共
そ
れ
ぞ
れ

可
愛
い
彼
女
が
い
ま
す
。

「
汗
し
て
働
く
事
も
男
の
仕

事
ぞ
」
そ
う
言
っ
て
男
の
カ

ッ
コ
良
さ
を
見
せ
て
や
れ
。

頑
張
れ
若
者
”
~
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お
正
月
は
み
ん
な
で
楽
し

く
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
病
気
な
ど
で
そ

れ
が
で
き
な
い
人
も
お
ら
れ

ま
す
。
あ
な
た
が
今
「
幸
せ
」

と
思
っ
た
ら
、
そ
の
気
持
ち

を
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に

寄
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

寄
付
を
し
た
人
も
寄
付
を

受
け
た
人
も
温
か
い
気
持
ち

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」

は
、
共
同
募
金
運
動
の
一
環

と
し
て
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
民
生
委
昌
、
社
会

福
祉
協
議
会
等
の
関
係
機

関

・
団
体
の
協
力
の
も
と
、

新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期

に
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人

た
ち
が
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
住

民の参加や理解を得てさ

まざまな福祉活動を重点

的に展開するものです。

「みんなでささえあう

ぁったかい地域づくリ」

をスロ—ガンに12月1日から12月31日までのーカ月間行われます。今年もあたたかい善意
の寄付金をよろしくお願

いいたします。

鹿JII上野 t ましこ°誠にあ せいてた 祉係福事業関 付寄ごを 協雙ち当t: '-＿・. 

永宜ロョ り t'-二‘ し‘

がき 戸̀― 、芳と ま ／、人ん

勝利 う→さす〇にまき方のか 士‘° 
← 活し
様ざ用た
いさ。ら

歳
未
た
す
け
あ
い
運
動
実
施
中

(12
月
1
8ー

12
月
318)

f
3
,
'砂肱川町社会福祉協議会匹 34-2312 | 

ふ
れ
あ
い
祭
リ
会
場
で
1
月
16
日
、
赤
い
羽
根
共

同
募
金

（街
頭
墓
金
）
を
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

8

人
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
を
町
民
に
広
く
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
ま
た
、
一
人
一
人
の
「
た
す
け
あ

い
の
心
」
を
掘
リ
起
こ
す
こ
と
を
目
的
と
し
、
募

金
の
呼
び
か
け
を
行
う
と
共
に
啓
発
用
風
船

3
5

0
個
を
配
布
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
皆
様
方
か
ら
の
善
意
の
募
金
が

5

万
3
5
1
円
集
ま
リ
ま
し
た
。

募
金
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
町
民
の
皆
さ
ん
、

募
金
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
た
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
も

1
月
30
日
現
在
で
、

7

5
万
4
8
7
1
円
の
募
金
が
共
同
募
金
委
昌
会
に

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
運
動
期
間
も
残
リ
わ
ず
か

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す。 ◆
◆

赤
い
羽
根
共
同
募
金

◆
◆

愛
媛
新
聞
の
報
道
に
つ
い
て

11月

5
日
付
の
愛
媛
新
聞
に
報
道

さ
れ
ま
し
た
「
介
護
報
酬
自
主
返
還
」

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

肱
川
町
社
協
で
は
、
1
0
月
2
1
日
に
八

幡
浜
地
方
局
に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
の
実
地
指
導
を
受
け
、
次
の
よ
う

な
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。

①
居
宅
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
計
画

で
、
利
用
者
の
確
認
印
漏
れ

(
2
件）

に
よ
り
、
報
酬
が
3
0
パ
ー
セ
ン
ト
減

算
。
②
訪
問
介
護
で
簡
易
浴
槽
の
清

掃
片
付

(
7
件
）
に
つ
い
て
は
利
用

時
間
と
し
て
報
酬
の
算
定
は
で
き
な

い
。
以
上
の
指
摘
に
よ
り
報
酬
の
再

計
算
を
行
っ
た
結
果
、

6
万
1
0
6

4
円
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
新
聞
報
道
に
あ
っ
た
よ
う
に

国
の
基
準
を
満
た
さ
ず
に
行
っ
た
り
、

不
正
に
取
得
し
た
も
の
で
は
な
く
、

事
務
上
の
点
検
ミ
ス
、
ま
た
、
解
釈

の
違
い
に
よ
る
も
の
で
す
。

新
聞
報
道
に
よ
り
住
民
の
皆
様
に

は
ご
迷
惑
や
ご
心
配
を
お
掛
け
し
、

大
変
申
し
訳
な
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。

返
還
が
生
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
深

く
反
省
を
し
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
を
い

た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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`,~＠初レンジ-
保健衛生 保健センター ff34-2340

種別 日（躍） 19了- 事

老 15（木）リハビリ教室

成

人 29（木）介護者教室

保

健 30⑤ 甲 老 大 学

8 （木）三種混合予防接種

母
子
14（水）竹の子クッキング
保

健

21（水）ムシ歯予防教室

i 22（木）そ よ 風の会
燃やせないごみ

【収集日】 1月15日（木）

＊前日までに指定の場所へ

【収集地区】

小畑井・萩野尾・汗生

肱栄・小薮・大和

中 野・鹿野川・大谷地区

古紙収集日

1月19日（月）

＊当日の朝7時までに

指定の場所へ

I犬とねこの引取日 I
1月6日（失） • 20 日 （火）

＊当日の朝9時までに

役場へ連れてきてください。

19 I広報ひじかわ 249号

場 ・所 時 間

町民ステーション 10: 00~14: 00 

町民ステーション 11 : 00~14: 00 

町民ステーション 9: 00~ 

保健センター 13: 30~14: 00 

町民ステーション 9 : 00~13: 00 

保健センター 9 : 30~10: 30 

町民ステーション 10: 00~14: 00 

行事予定表

5 （月）仕事始め

8 （木）小・中学校始業式

9 海消防団正副分団長会

11（日）第56回成人式

20図 自治会長会

28（水）税金等出張受入れ

29（木）えひめこども体験劇場

社会保険一日出張相談所

大｝州商工会議所

1月 7日（水）・20日（火）

内子町商工会

1月14日（水）・21日（水）

（午前10時～午後3時30分）

Iペットボトル・白色トレイI
＊当日の朝7時までに

指定の場所へ

右岸地区 1月6日（失）
左岸地区 1月7日（水）

1月の当直医

日（曜） 病院名 電話番号

1 （木）山 本 医 院 25-6100 

2 直）井関クリニック 25-6212 

3 (±) 菊原外科医院 24-4646 

4 （日）末 光 眼 科 24-1500 

郷緒小児科医院 24-3936 
11 (El) 
菊地内科医院 52-0209 

般 12(,Ej） 村 上 医 院 24-2346 

18（日）久 保 医 院 25-0158 

25（日） 瀬 医 院 26-0003 

月・失 市立大洲11病院 24-2151 

救
水 加 戸 病 院 24-5101 

急
木 大洲I記念病院 25-2022 

金～日 大洲中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。

心配ごと相談

【日時】 1月6日（失）
午後1時30分～4時30分

［場所】町民ステーション 青年室

【相談昌】谷田 善和 ・三井久美子

行政相談

【日時】 1月6日（失）
午後1時30分～4時30分

【場所】町民ステーション 青年室

【相談員】角田和三

l 慶弔
■おすこやかに■

あやめ

11/8 出水彪萌ちゃん（汗生）
のえる

11/19 冨永乃愛留ちゃん（月野尾）

■おしあわせに■
（山内 隆さん（上鹿野川）

堀川温子さん（吉田町）

（岩田耕司さん（影 地）

竹内 真実さん（山口県）

■やすらかに■
堀 末男さん（91歳・白 石）

周藤一i恵さん (54歳・肱 栄）

堀井清記男さん (81歳・小 薮）
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嫌
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ー
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優秀賞（愛媛県美術会長賞）「大谷子供文楽の牛若と弁慶」

丸川勝太君（大谷小2年）

む

く

み

む

す

で

く

く

ち

椋
の
実
や
ふ
ん
と
結
ん
で
人
形
の
ロ

豊
か
な
自
然
と
文
化
の
香
る
南
予
地
域
の

景
観
を
ス
ケ
ッ
チ
し
な
が
ら
楽
し
も
う
と
実

施
さ
れ
た
「
南
予
ス
ケ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
中
学
生
以
下
の
部
で
、
大
谷
小
学
校
2
年

生
の
丸
川
勝
太
君
（
大
平
）
が
優
秀
賞
（
愛

媛
県
美
術
会
長
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
牛

若
丸
と
弁
慶
の
大
き
な
声
が
聞
こ
え
る
よ
う

だ
と
審
査
員
も
絶
賛
で
す
。
俳
人
の
夏
井
い

つ
き
さ
ん
が
詠
ん
だ
俳
句
と
と
も
に
ご
紹
介

し
ま
す
。

丸
川
勝
太
君
（
大
谷
小
2
年
）が

優
秀
賞

受
賞

肱川町辰賞には
三谷川佳さん
（肱川中3年）

肱川町長賞の一般の部では、
西条市の伊藤文夫さん、中学生
以下の部では肱川中学校3年生
の三谷由佳さんが受賞されまし
た。おめでとうございます。

らす平立汽：飼

「鹿野川の風景」

伊藤文夫さん（西条市）

◎肱川町ホームページアドレス： http://www.town.hijikawa.ehime.jp

◎ /1 (iモード対応） ：http://www.town.hijikawa.ehime.jp/i/ 

＝ク
ーロ

「予子林から見た茶堂」

由佳さん（肱川中 3年・共栄）
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